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鶴岡市子ども・子育て支援事業計画策定に係る 

ニーズ調査結果（概要版） 
 

１．調査の目的 

平成27年３月に策定した「鶴岡市子ども・子育て支援事業計画」が令和元年度末に終了するこ

とに伴い、令和２年度から６年度までの５年間を計画期間とした「第二期鶴岡市子ども・子育

て支援事業計画」を策定するため、市民の教育・保育施設や子育て支援事業の利用状況、並び

に、今後の利用希望等を把握し、確保すべき提供量の見込みを算出するため、ニーズ調査を実

施しました。 

 

 

２．調査の対象と調査方法 

調査対象 ： 市内の就学前児童（５，００２人）がいる実世帯 ３，８１７世帯 

調査方法 ： 教育・保育施設を利用している世帯は、施設を通して配付・回収 

       施設未利用者には郵送により配付・回収 

調査期間 ： 令和元年６月上旬～６月中旬 

回収結果 ： 回答数 ２，７９２件（７３．１％） 

       有効数 ２，７８７件（７３．０％） 

 

 

３．主な項目の調査結果 
 

子どもの育ちをめぐる環境について 

●あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方（施設）【問７】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方（施設）では、「父母ともに」が

67.3％と最も多く、次いで「保育所」（58.1％）、「祖父母」（46.1％）となっている。 
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（調査数：2,787）
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●日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人の状況【問９】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先【問10-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の状況では、「緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる」が55.4％と最も多く、次いで「日常的に祖父母等の

親族にみてもらえる」（45.8％）となっており、子どもの預かりなど、必要に応じて保

護者の養育力を補完してもらえる環境下にあることがうかがえる。 

     一方、「いずれもいない」という回答も7.1％ある。 

 

 子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先では、「祖父母等の親族」が

82.7％と最も多く、次いで「友人や知人」（69.3％）、「保育園や幼稚園等の先生」

（62.9％）、「職場の人」（45.0％）となっている。 
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緊急時もしくは用事の際には子どもをみ

てもらえる友人・知人がいる

いずれもいない
（調査数：2,787）
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保護者の就労状況について 

●母親の現在の就労状況【問12(1)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●母親のフルタイムへの転換希望【問13(1)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の現在の就労状況では、「フルタイムで就労（産休・育休・介護休業中ではない）」

が54.3％と最も多く、次いで「パート・アルバイト等で就労（産休・育休・介護休業

中ではない）」（20.9％）、「以前は就労していたが、現在は就労していない」（12.7％）

となっている。 

 

パート・アルバイト等で就労している母親のフルタイムへの転換希望では、「パート・

アルバイト等の就労を続けることを希望」が52.2％と最も多く、次いで「フルタイムへ

の転換希望はあるが、実現できる見込みはない」（24.6％）となっている。 

54.3%

9.6%

20.9%

1.4%

12.7%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労

（産休・育休・介護休業中ではない）

フルタイムで就労

（産休・育休・介護休業中である）

パート・アルバイト等で就労

（産休・育休・介護休業中ではない）

パート・アルバイト等で就労

（産休・育休・介護休業中である）

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない
（調査数：2,764）

8.1%

24.6%

52.2%

2.8%

0% 50% 100%

フルタイムへの転換希望があり、実

現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続け

ることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育

てや家事に専念したい
（調査数：617）
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●母親の就労希望（対象：「以前は就労していたが、現在は就労していない」「これまで就労したことがない」方） 

【問14(1)】 
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（調査数：116）

4.3%

56.9%

26.7%

4.3%

0.9%

0% 50% 100%

１日当たり１時間～

４時間未満

１日当たり４時間～

６時間未満

１日当たり６時間～

７時間未満

１日当たり７時間～

８時間未満

１日当たり８時間以上

（調査数：116）

16.5%

37.0%

36.4%

0% 50% 100%

子育てや家事などに専念したい

（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが

□□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい

現在就労していない母親の就労希望では、「１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい」（「３歳～５歳」が最も多い）が 37.0％、「すぐにでも、も

しくは１年以内に就労したい」が36.4％と７割以上の就労希望がある。 

希望する就労形態では、「パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）」

（44.3％）、「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）」（15.6％）となっ

ている。 

パートタイム、アルバイト等による就労希望者の１週当たりの就労希望日数は、「５

日」が56.0％と最も多くなっている。 

また、１日当たりの就労希望時間は、「４時間～６時間未満」が 56.9％と最も多く

なっている。 

 

15.6%

44.3%

0% 50% 100%

フルタイム（１週５日程度・

１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等

（「フルタイム」以外）

（調査数：357） （調査数：262） 

【１年より先、一番下の子どもが何歳になったときに就労を希望するか】　[問１４（１）で２を選択]

（単一回答）

1 2 3 4 5

１歳～２歳 ３歳～５歳 ６歳～８歳 ９歳～１１歳 １２歳以上

構成比 21.2% 44.7% 28.0% 3.0% 1.5% 1.5% 100.0%

（調査数：132）

無回答 合　計
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平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

●現在の教育・保育事業の利用状況【問15】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●教育・保育事業を利用していない理由【問15-5】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の教育・保育事業の利用状況

では、「利用している」が89.6％、「利

用していない」が10.2％となってい

る。 

 

利用している

89.6%

利用していない

10.2%

無回答

0.2%

（調査数：2,787）

教育・保育事業を利用していない理由では、「子どもがまだ小さいため（□歳くらい

になったら利用しようと考えている）」（「３歳」が最も多い）が 56.5％と最も多く、

次いで「（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理

由で）利用する必要がない」（33.7％）、「子どもの祖父母や親戚の人がみている」

（26.0％）となっている。 

33.7%

26.0%

0.0%

5.6%

8.8%

1.4%

0.4%

56.5%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が

就労していないなどの理由で）利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わな

い

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業

がない

子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利用

しようと考えている）

その他
（調査数：285）

【８．子どもがまだ小さいため　利用しようと考えている子どもの年齢】 （単一回答）

1 2 3 4

１歳以下 ２歳 ３歳 ４歳

構成比 26.1% 15.5% 47.2% 10.6% 0.6% 100.0%

（調査数：161）

合　計無回答
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利用したい教育・保育事業で

は、「認可保育所（国が定める最

低基準に適合した施設で都道府

県等の認可を受けたもの）」が

63.9％と最も多く、次いで「認定

こども園（幼稚園と保育施設の機

能を併せ持つ施設）」（29.0％）、

「幼稚園（通常の就園時間の利

用）」（25.6％）となっている。 

 

●現在、利用している教育・保育事業【問15-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用したい教育・保育事業【問16】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、利用している教育・保育事

業では、「認可保育所（国が定める最

低基準に適合した施設で都道府県等

の認可を受けたもの）」が62.2％と最

も多く、次いで「認定こども園（幼

稚園と保育施設の機能を併せ持つ施

設）」（18.3％）となっている。 

12.3%

3.8%

62.2%

18.3%

6.0%

1.2%

0.3%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事

業のうち定期的な利用のみ）

認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都道府

県等の認可を受けたもの）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

地域型保育施設（国が定める保育基準に適合した施設で、

市町村の認可を受けたもの。小規模保育施設と事業所内保

育施設がある）

その他の認可外の保育施設（都道府県等の認可を受けずに

保育を行う施設。企業主導型保育施設や事業所が設置する

託児所なども含まれる）

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預

かる事業）

その他

（調査数：2,497）

25.6%

14.4%

63.9%

29.0%

10.3%

1.8%

4.8%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事

業のうち定期的な利用のみ）

認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都道府

県等の認可を受けたもの）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

地域型保育施設（国が定める保育基準に適合した施設で、

市町村の認可を受けたもの。小規模保育施設と事業所内保

育施設がある）

その他の認可外の保育施設（都道府県等の認可を受けずに

保育を行う施設。企業主導型保育施設や事業所が設置する

託児所なども含まれる）

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預

かる事業）

その他

（調査数：2,787）
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●現在の教育・保育事業の利用時間【問15-2(1)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●希望する教育・保育事業の利用時間【問15-2(2)】 

 

 

7.1%

50.5%

1.2%

38.6%

0.1%

0.6%

0.1%

0% 50% 100%

7:00-7:30

7:31-8:00

8:01-8:30

8:31-9:00

9:01-9:30

9:31-10:00

10:01-
（調査数：2,497）

10.9%

4.2%

31.7%

0.5%

19.9%

0.8%

28.3%

0.4%

1.4%

0.1%

0% 50% 100%

12:00-14:00

14:01-15:00

15:01-16:00

16:01-16:30

16:31-17:00

17:01-17:30

17:31-18:00

18:01-18:30

18:31-19:00

19:01- （調査数：2,497）

利用開始時間では、「7時31分～8時」が50.5％と最も多く、利用終了時間では、「15

時 1分～16時」が31.7％と最も多くなっている。 

 

7.6%

42.7%

0.3%

29.3%

0.0%

0.2%

0.2%

0% 50% 100%

7:00-7:30

7:31-8:00

8:01-8:30

8:31-9:00

9:01-9:30

9:31-10:00

10:01-
（調査数：2,497）

3.2%

4.6%

23.0%

0.1%

20.4%

0.4%

23.4%

0.3%

4.5%

0.5%

0% 50% 100%

12:00-14:00

14:01-15:00

15:01-16:00

16:01-16:30

16:31-17:00

17:01-17:30

17:31-18:00

18:01-18:30

18:31-19:00

19:01- （調査数：2,497）

利用開始時間では、「7時31分～8時」が42.7％と最も多く、利用終了時間では、「17

時 31分～18時」が23.4％と最も多くなっている。 

 



8 
 

土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 

●土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望【問20(1)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望【問20(2)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●毎週ではなく、たまに利用したい理由【問20-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の定期的な教育・保育事業

の利用希望では、「利用する必要はな

い」が47.0％と最も多くなっている。 

一方、「月に１～２回は利用した

い」（35.1％）、「ほぼ毎週利用したい」

（17.2％）と利用希望は５割以上と

なっている。 

 

日曜・祝日の定期的な教育・保育事

業の利用希望では、「利用する必要は

ない」が 78.2％と最も多くなってい

る。 

一方、「月に１～２回は利用したい」

（18.5％）、「ほぼ毎週利用したい」

（2.3％）と利用希望は約２割となっ

ている。 

 

毎週ではなく、たまに利用

したい理由では、「月に数回仕

事が入るため」が75.6％と最

も多く、次いで「平日に済ま

せられない用事をまとめて済

ませるため」（31.1％）、「リフ

レッシュのため」（24.3％）と

なっている。 

 

利用する

必要はない

47.0%

ほぼ毎週

利用したい

17.2%

月に１～２回は

利用したい

35.1%

無回答

0.7%

（調査数：2,787）

利用する

必要はない

78.2%

ほぼ毎週

利用したい

2.3%

月に１～２回は

利用したい

18.5%

無回答

1.1%

（調査数：2,787）

75.6%

31.1%

2.9%

24.3%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて

済ませるため

親や親族の介護や手伝いが必要なため

リフレッシュのため

その他
（調査数：1,190）
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●長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望（対象：「幼稚園」を利用している方）【問21】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●毎日ではなく、たまに利用したい理由【問21-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園を利用されている方の長期

の休暇期間中の教育・保育事業の利

用希望では、「休みの期間中、週に数

日利用したい」が39.0％、「休みの期

間中、ほぼ毎日利用したい」が24.7％

と利用希望は６割以上となってい

る。 

毎日ではなく、たまに利用したい理由では、「週に数回仕事が入るため」が 47.5％

と最も多く、次いで「買い物等の用事をまとめて済ませるため」（40.0％）、「リフレッ

シュのため」（35.8％）となっている。 

 

利用する

必要はない

30.2%

休みの期間

中、ほぼ毎日

利用したい

24.7%

休みの期間

中、週に数日

利用したい

39.0%

無回答

6.2%

（調査数：308）

47.5%

40.0%

4.2%

35.8%

25.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親や親族の介護や手伝いが必要なため

リフレッシュのため

その他
（調査数：120）
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病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

●この１年間に、病気やケガで通常の事業が利用できなかった状況【問22】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●通常の事業が利用できなかった場合の対処方法【問22-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間に、病気やケガで通常の

事業が利用できなかった状況では、

「あった」が75.7％、「なかった」が

21.9％となっている。 

 

病気やケガで通常の事業が利用できなかった場合の対処方法では、「母親が休んだ」

が81.5％と最も多く、次いで「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」

（52.9％）、「父親が休んだ」（34.9％）となっており、母親への依存度が高い。 

 

あった

75.7%

なかった

21.9%

無回答

2.4%

（調査数：2,497）

34.9%

81.5%

52.9%

10.7%

2.3%

0.1%

0.3%

0.3%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他
（調査数：1,891）
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●病気やケガ時の保育施設等の利用希望（対象：「父親・母親が休んだ」方）【問22-2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由【問22-4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガ時の保育施設等の利用

希望では、「利用したいとは思わな

い」が69.9％、「できれば病児・病後

児保育施設等を利用したい」が

29.3％となっている。 

 

病気やケガ時、病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由では、

「親が仕事を休んで対応する」が59.0％と最も多く、次いで「病児・病後児を他人に

みてもらうのは不安」（50.9％）、「利用料がかかる・高い」（39.3％）となっている。 

 

できれば病児・病

後児保育施設等

を利用したい

29.3%

利用したいとは

思わない

69.9%

無回答

0.8%

（調査数：1,600）

50.9%

3.9%

13.5%

21.3%

39.3%

10.8%

59.0%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能な時

間・日数など）がよくない

利用の仕方がわからない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他
（調査数：1,118）
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不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

●私用等の目的で不定期に利用している一時預かり等【問23】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現在利用していない理由【問23-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育事業を現在利用していない理由では、「特に利用する必要がない」

が80.5％と最も多く、次いで「事業の利用方法（手続き等）がわからない」（16.1％）、

「利用料がかかる・高い」（15.1％）となっている。 

 

私用等の目的で不定期に利用している教育・保育事業では、「幼稚園の預かり保育（通

常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）」（5.0％）、「一

時預かり（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業」

（2.2％）と一時預かりの利用率は低くなっている。 

 

2.2%

5.0%

1.0%

0.0%

0.0%

0.4%

90.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり（私用など理由を問わずに保育所など

で一時的に子どもを保育する事業）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して

預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子

どもを預かる事業）

夜間養護等事業：トワイライトステイ（児童養護

施設等で休日・夜間に子どもを保護する事業）

ベビーシッター

その他

利用していない

（調査数：2,787）

80.5%

2.6%

9.7%

3.8%

3.4%

16.1%

15.1%

10.2%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

地域の事業の利便性（立地や利用可能な時間・日

数など）がよくない

地域の事業の質に不安がある

事業の利用方法（手続き等）がわからない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

その他
（調査数：2,523）
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●一時預かり等の利用希望の有無【問24】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
利用希望の有無では、「利用したい」が21.7％、「利用する必要はない」が69.1％と

なっている。 

利用したい理由では、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が62.8％と最も

多く、次いで「私用（買物、子どもや親の習い事等）、リフレッシュ目的」（60.0％）

となっている。 

 

利用したい

21.7%

利用する必要

はない

69.1%

無回答

9.2%

（調査数：2,787）

60.0%

62.8%

39.3%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私用（買物、子どもや親の習い

事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや

親の通院等

不定期の就労、出張等

その他

（調査数：605）
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小学校就学後の放課後の過ごし方について 

●小学校低学年（１～３年生）の過ごし方【問26】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 週当たりの場所別の希望日数 】 

小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後の時間をどのような場所で過ごさせ

たいかでは、「自宅」が 51.2％と最も多く、次いで｢放課後児童クラブ〔学童保育〕｣

（48.3％）、「習い事 （ピアノ教室、スポーツ少年団、学習塾など）」（35.0％）となっ

ている。 

51.2%

20.7%

35.0%

4.9%

10.0%

48.3%

0.4%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツ少年団、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔学童保育〕

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）
（調査数：2,787）

6.9%

20.4%

43.8%

18.4%

33.6%

2.2%

50.0%

30.9%

13.9%

20.6%

40.7%

14.7%

17.9%

8.3%

20.0%

30.9%

16.7%

12.3%

10.2%

11.8%

10.7%

12.0%

10.0%

16.1%

8.0%

4.5%

1.8%

1.5%

3.6%

7.1%

0.0%

2.7%

38.8%

30.4%

0.4%

37.5%

24.3%

57.9%

10.0%

11.7%

2.5%

1.9%

0.0%

2.2%

0.4%

8.0%

0.0%

0.9%

3.9%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.1%

0.0%

0.0%

9.3%

9.5%

3.1%

14.0%

9.6%

4.4%

10.0%

6.7%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツ少

年団、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔学童保育〕

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 

７日 

無回答 
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●小学校高学年（４～６年生）の過ごし方【問27】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 週当たりの場所別の希望日数 】 

小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後の時間をどのような場所で過ごさ

せたいかでは、｢自宅｣が 66.0％と最も多く、次いで「習い事 （ピアノ教室、スポー

ツ少年団、学習塾など）」（51.2％）、「放課後児童クラブ〔学童保育〕」（33.6％）とな

っている。 

66.0%

22.0%

51.2%

3.3%

8.5%

33.6%

0.4%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツ少年団、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔学童保育〕

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）
（調査数：2,787）

7.8%

21.2%

26.2%

22.0%

39.8%

4.0%

45.5%

25.2%

15.9%

25.3%

43.9%

15.4%

20.8%

12.0%

27.3%

33.1%

17.2%

13.2%

19.1%

14.3%

9.7%

17.6%

0.0%

16.5%

6.6%

3.4%

4.1%

2.2%

2.1%

6.3%

0.0%

4.1%

38.2%

24.0%

2.2%

26.4%

17.4%

47.6%

0.0%

12.8%

3.0%

2.3%

0.1%

2.2%

0.8%

6.7%

0.0%

0.8%

2.6%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.2%

0.0%

0.4%

8.7%

10.1%

4.4%

17.6%

9.3%

5.6%

27.3%

7.1%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツ少

年団、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔学童保育〕

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 

７日 

無回答 
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●放課後児童クラブを利用したい学年【問28】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●土曜日の放課後児童クラブの利用希望【問28-1(1)】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日曜・祝日の放課後児童クラブの利用希望【問28-1(2)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の放課後児童クラブの利用

希望では、「低学年（１～３年生）の

間は利用したい」が26.8％、「高学年

（４～６年生）になっても利用した

い」が24.4％となっている。 

 

日曜・祝日の放課後児童クラブの

利用希望では、「低学年（１～３年生）

の間は利用したい」が 8.4％、「高学

年（４～６年生）になっても利用し

たい」が8.6％となっている。 

 

放課後児童クラブを利用したい学

年では、｢６年生｣が 44.3％と最も多

く、次いで「３年生」（22.3％）、「４

年生」（19.1％）となっている。 

１年生

0.5%
２年生

4.4%

３年生

22.3%

４年生

19.1%

５年生

7.0%

６年生

44.3%

無回答

2.4%

（調査数：1,399）

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

26.8%

高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

24.4%

利用する

必要はない

45.7%

無回答

3.1%

（調査数：1,399）

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

8.4%
高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

8.6%

利用する

必要はない

79.3%

無回答

3.8%

（調査数：1,399）



17 
 

●長期の休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望【問29】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期の休暇期間中の放課後児童ク

ラブの利用希望では、「低学年（１～

３年生）の間は利用したい」が

27.3％、「高学年（４～６年生）にな

っても利用したい」が 31.4％となっ

ている。 

 

低学年（１～３年

生）の間は利用

したい

27.3%

高学年（４～６年

生）になっても利

用したい

31.4%

利用する

必要はない

35.4%

無回答

5.9%

（調査数：2,787）
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育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

●あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方の育児休業の取得状況【問30】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母 親 

取得していない理由 

父 親 

働いて

いなかった

25.5%

取得した（取得

中である）

58.3%

取得して

いない

15.5%

無回答

0.7%

（調査数：2,787）

働いて

いなかった

0.8%

取得した（取得

中である）

1.9%

取得していない

87.8%

無回答

9.5%

（調査数：2,787）

30.2%

35.1%

0.6%

2.5%

4.1%

32.8%

3.1%

44.2%

22.4%

0.7%

10.1%

0.3%

2.2%

0.1%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めが

なかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得

できることを知らず、退職した

その他
（調査数：2,447）

26.2%

20.1%

10.9%

5.3%

1.4%

25.7%

13.7%

0.5%

11.1%

19.4%

23.4%

9.3%

2.5%

2.1%

17.8%

0%20%40%60%80%100%

（調査数：432）

母 親 父 親 
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●希望より早く職場復帰した理由【問30-6(1)①②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）短時間勤務制度の利用状況【問30-7(1)(2)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母  親 父  親 

母  親 

父  親 

母親が希望より早く職場復帰した理由では、「経済的な理由で早く復帰する必要があ

った」が 41.6％と最も多く、次いで「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」

（30.7％）となっている。 

父親が希望より早く職場復帰した理由では、「経済的な理由で早く復帰する必要があ

った」が 50.0％と最も多く、次いで「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」

（40.0％）となっている。 

 

利用する必要

がなかった（フ

ルタイムで働き

たかった、もとも

と短時間勤務

だった）

30.4%

利用した

30.3%

利用したかった

が、利用しな

かった（利用で

きなかった）

38.0%

無回答

1.3%

（調査数：1,411）

利用する必要

がなかった（フ

ルタイムで働き

たかった、もとも

と短時間勤務

だった）

63.0%利用した

6.5%

利用したかった

が、利用しな

かった（利用で

きなかった）

17.4%

無回答

13.0%

（調査数：46）

母親の短時間勤務制度の利用状況

では、「利用したかったが、利用しな

かった（利用できなかった）」が

38.0％と最も多く、次いで「利用す

る必要がなかった（フルタイムで働

きたかった、もともと短時間勤務だ

った）」（30.4％）となっている。 

父親の短時間勤務制度の利用状況

では、「利用する必要がなかった（フ

ルタイムで働きたかった、もともと

短時間勤務だった）」が63.0％と最も

多く、次いで「利用したかったが、

利用しなかった（利用できなかっ

た）」（17.4％）となっている。 

17.4%

5.9%

41.6%

30.7%

23.1%

0% 50% 100%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があっ

たため

経済的な理由で早く復帰す

る必要があった

人事異動や業務の節目の時

期に合わせるため

その他

（調査数：885）

0.0%

5.0%

50.0%

40.0%

30.0%

0% 50% 100%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があっ

たため

経済的な理由で早く復帰す

る必要があった

人事異動や業務の節目の時

期に合わせるため

その他

（調査数：20）
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●短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由【問30-8(1)(2)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他  ●本市における子育ての環境や支援への満足度【問31】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市における子育ての環境や支援

への満足度では、中間点である「３点」

が43.3％と最も多くなっている。 

また、「４点」（21.6％）と「５点」

（6.0％）を合わせた満足度が高いと

みられる回答は27.6％となっている。 

一方、「１点」（6.4％）と「２点」

（18.8％）を合わせた満足度が低いと

みられる回答は25.2％となっている。 

 

母  親 父  親 

母親の短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由では、「職場に短

時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が61.9％と最も多く、次いで「仕事が忙

しかった」（49.1％）、「短時間勤務にすると給与が減額される」（45.1％）となってい

る。 

 

父親の短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由では、「仕事が忙

しかった」が62.5％と最も多く、次いで「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気

があった」（37.5％）、「短時間勤務にすると給与が減額される」、「職場に短時間勤務制

度がなかった（就業規則に定めがなかった）」がともに（25.0％）となっている。 
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（調査数：8）

仕事が忙しかった

その他

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定め
がなかった）

子育てや家事に専念するため退職した

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が
下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるな
ど、子どもをみてくれる人がいた
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（調査数：536）

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 
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（調査数：2,787）


